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例会報告  VOL.６２ No.３０ (No.2755) ６月１８日(水) 晴れ (司会 中山英俊委員長)

  本例会での主な事項

◎会長あいさつ     ◎会長・幹事一年間を振り返って

                                       

ビジター

故金 正司様 (岐阜中ロータリークラブ)

ロータリー歴

        １９９３年（平成５年）１０月岐阜中 RC 入会

        ２０１０年（平成２２年）岐阜中 RC 会長就任

        ２０１１年（平成２３年岐阜 A グループＡＧ

        ２００３年より地区環境保全委員長他、青少年育成、

財団ポリオ小委員会などを就任

        ２０２０年よりチームポリオジャパンと共にインド、パキススタンへの

        経口ワクチン投与のボランティアに参加

        ２０２３年「ロータリーの友」９月号「この人訪ねて」に掲載される。

        ２０２４年 2630 地区バイク親睦会会長

        ２０２５年 ４月～ポリオ根絶啓蒙活動、日本一周バイクの旅スタート

   

諸報告

理事・役員会の報告 ２０２５－２６年度 石井康弘会長

１．予算について(別紙のとおり)

２．会長方針について

・別紙を参照してもらい、増強：51 名以上、My ROTARY 登録：90%以上、

  PPS（ポリオプラスソサエティ）の登録：3 名以上

３．例会の在り方について

・例会前食事について：15 分という時間では食べきれない問題や、コミュニケーションも取りづらいという意

見が多数あり、２０２５－２６年度も例会前とする

４．例会休会について：定款第 7 条に基づき、年間スケジュール表を会員へ配布する

                         ・・・・・・・・承認される・・・・・・・・

幹事報告   大澤 清幹事

週   報 なし

例会変更 なし

立替金を持っている方は精算よろしくお願いします。
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会長挨拶  五木田裕一会長

皆様、こんにちは。6 月第 3 回例会のご挨拶を申し上げます。

本日は岐阜中ロータリークラブより故金様がお越しです。会員一同、歓迎申し上げ

ます。故金様は、聞くところによりますと、ポリオ根絶を掲げ、全国をオートバイで回っ

ていらっしゃるそうです。その途中、常総の近くを通るとのことで、当地にお寄りいただ

いたということです。

今後も安全運転で、良い旅が続きますよう、そしてポリオ根絶の重要性を広く知らし

めていただければと思います。

さて、今回が会長挨拶という形での最終回となります。こじつけですが、常総市に若干ゆかりのあるところで、

ピアノの話をしたいと思います。

このピアノですが、茨城県の HP によりますと、慶応元年（1865 年）アメリカ・ニューヨークで製造されたスタ

インウェイ社のピアノで、昭和 7 年 12 月、水海道小学校が講堂の完成を記念して、当時 1,200 円で購入した

ものだそうです。現在の金額にしますと、約 300～400 万円に相当するようです。現在は水戸市の「旧・水海道

小学校」内で展示しております。古いモデルですので、現在のピアノとやや異なる点があります。最大の違い

は鍵盤が 85 鍵しかないことでしょうか。

さて皆様のご家庭でも、ピアノをお持ちの方も多いと思います。アップライト型でも 200～250Kg、グランドピ

アノとなりますと 250～400Kg にも達します。この重量の正体は、鉄骨でできたフレームにあります。ピアノの弦

数は 220～230 本あります。この 1 本あたり、約 70～90Kg で張ってありますので、全部の張力を合わせると、

約 20 トンにもおよびます。この張力を支えているのが鉄のフレームです。

ところでピアノメーカーの中で、最も有名なのがスタインウェイ社でしょう。このほか、オーストリアのベーゼン

ドルファー社、ドイツのベヒシュタイン社が世界 3 大ピアノメーカーと言われております。

音色ですが、スタインウェイは弾き手を圧倒する澄んだ音がします。ベーゼンドルファーはやや柔らかい音、

ベヒシュタインはこれとは真反対に、非常に硬い力強い音が特徴のようです。

いずれのメーカーも、フルコンサートグランドという概ね 275cm のモデルを展開しております。このクラスの

大きさになりますと、室内楽ではやや持て余します。しかしながら、コンサートホールで聴きますと、特に低音

部ですが、その響きの豊かさに感動を覚えます。

クラブ会長職を離れた後は、ゆっくり音楽を楽しみたいと思っております。

本日もよろしくお願いいたします。

クラブ協議会

２０２５－２０２６年度 水海道ロータリークラブ組織改訂(案)・予算(案)・年間スケジュール(案)について、石井

康弘会長エレクトよりお願いします。

別紙の通り             ・・・・・・・・拍手で承認されました・・・・・・・

(案)をお取りください。

一年間を振り返って  

大澤 清幹事

皆様こんにちは。 ２０２４－２０２５年度の幹事を退くにあたり御挨拶をさせて頂き

ます。 五木田会長をはじめ、理事役員の皆様、各委員長を含め会員の皆様、そし

て事務局の和久さん、大変お世話になりました。また各事業等に関係されました全

ての皆様に対しましても、ご理解ならびご協力に対しまして心から御礼申し上げます。

さて、この一年間を振り返りますと、今年度から例会場が常総市生涯学習センター
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になった事。笠間稲荷神社にてポリオ根絶地区統一活動「世界ポリオデ－2820」に参加した事。恒例の納涼

会・忘年会や新年会、各種委員会事業など、会員の皆様と多くの事業に携われたことを思い出します。また、

個人的には地区のファシリテ―タ RLI 委員になったことなど、多くの出会いと経験そして学ぶことができました。

残念な事は、地区においても会員増強が目標の一つになっておりましたが、増員どころか退会者が出たこと

です。更には後期に入り会計不在、つまり次年度の幹事が不在となった事です。確かに会員を増やす事は

重要でありますが、退会防止に努める事も水海道ロータリークラブに必要なことで、なぜ退会者が増加したの

か我々会員が考え改善や行動すべきと考えさせられました。最後に次週のさよなら例会や、会計決算が残っ

ておりますが最後までしっかりと務めさせていただきます。いよいよ次年度は瀬戸ガバナ－年度であります。

会員一人一人が一丸となり地区やクラブをサポートし、皆様と成功の達成感を実感できます様心から祈念致

しまして幹事退任の挨拶とさせて頂きます。

一年間有難う御座いました。

五木田裕一会長

貴重な時間を頂戴しましてこの１年を振り返りたいと思います。

まずもって、私の年度を支えて下さった会員の皆様、全員に感謝申し上げたいと

思います。特に各委員会の委員長の皆様方には、衷心から御礼申し上げます。来

年度瀬戸ガバナーを輩出という特殊な事情を抱えながらの委員会運営は、苦労が

多かったものと拝察いたします。

振り返りますと、例会場も生涯学習センターに移動するなど、今年度は異例のス

タートでした。土壇場での変更も多く、準備不足もあったと思います。それにもかか

わらず、ご理解ご協力を賜りましたこと、感謝申し上げたいと思います。

クラブ内での行事を振り返りますと、前半は納涼会、ガバナー公式訪問、地区大会、家族親睦忘年会と続

きました。後半は、観劇会、親睦ゴルフ大会など、例年どおりの親睦活動を行いました。また例年どおり、会員

および配偶者の誕生日プレゼントも行うことができました。これらについては親睦委員会の皆様、特に石塚徹

委員長におかれましては、各行事の企画立案や手配等、大変なお骨折りをいただきました。

会場設営に関しては、SAA の山﨑哲男委員長が中心となり、入念に準備を進めて頂けたことから、例会を

滞りなく進めることができました。

また今期、試験的に行ったことといえば、弁当発注方法の見直しです。淀名和委員長の発案の下、弁当事

業者に対し月単位での発注という方法を採用しました。クラブ側ではコストダウン、受注側にとっては見通しが

立つという、いわばウィン・ウィンの関係の構築を狙ったものです。結果、支出を抑制するという効果があった

と聞いております。

プログラム委員会の中山委員長にも、年間を通してお骨折りいただきました。毎週午前中からの打ち合わ

せに参加して頂き、誠にありがとうございました。

一方会員数といえば、当初 52 名でスタートしたのですが、48 名で終りそうです。増強どころか、減少になっ

てしまいました。これは偏に私の責任と痛感しております。大変申し訳ございません。

さて年度初め、私は「水海道クラブというブランドの更なる熟成を目指して」という目標を掲げました。水海

道クラブは歴史の長さ故に、熟成し発達したクラブという評価をして差し支えないものと思います。今年度は、

翌年度にガバナーを輩出するという大きな事象を控えており、その基礎はどうか、という事に主眼を置いたつ

もりでした。私は三大セミナーを無事に終えたことに象徴されるよう、十分に基礎固めができつつあるものと判

断いたします。三大セミナー成功は、その努力が表出した結果に過ぎません。その裏側には多くの時間と労

力を費やされたものと想像します。皆様方の不断の努力と高い行動力は尊敬に値するものと思います。

次に最大の目標である「会員増強」に焦点を当てたいと思います。
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毎年のことですが、今年度も会員増強の掛け声とともにスタートしました。今年度が始まる直前の昨年 5 月

から、従来よりも声高に叫ばれるようになりました。具体的に純増 8%と指示が出たことは、皆様ご記憶のことと

思います。他方、具体的なアドバイスなどは一切ありませんでした。私の感想を包み隠さず申し上げれば、地

区としてもう少し具体案を示して欲しいと思ったのが本音です。

クラブの会員になるには様々な条件がございますが緩和される傾向にあり、制度上の間口は広がったと言

えるでしょう。しかし増強と言う前にクラブの実情はどうなのかという疑問を持ち、我がクラブの会員構成等に

ついて分析を行いました。結果ですが、我がクラブは地区内で相当程度優れた特性を有していると分析でき

ました。一方、県内の事業所数の減少傾向と地区内の会員数の減少傾向がほぼ一致する、という実態も浮か

び上がりました。結論を申しますと、この傾向は長期にわたるものであり、一朝一夕に改善するものではありま

せん。しばらくの間、踏ん張り続ける状況が継続するのもやむを得ないものと判断するのが妥当かと思量しま

す。

もう一つの地区目標であったマイロータリーの登録率ですが、75％以上という目標数値を達成できなかっ

たことは、私の力不足です。一方、ＩＴ委員長を務めて下さいました能勢委員長の働き掛けがあり、期首 50％

台だった登録率を 70％台目前まで上昇させて頂きました。

今年度、皆様にとりまして、クラブに所属していたことで得るものが有りましたでしょうか。大袈裟ですが、少

しでも皆様の人生にプラスのことがあれば幸いです。私は、会長という立場を経験できましたことは、非常に

大きなプラスになりました。ロータリークラブは当然ながら非営利団体です。いわゆる会社・企業ではありませ

んので、基本的に会員の皆様は平等な立場で、上下関係はないものと認識しております。その関係性の中で、

如何にして各会員に無理強いをせず協力して頂くか、ということに注意を払いました。それでも、不愉快、不

本意な思いをされた方もいらっしゃると思います。この場をお借りし、心からお詫び申し上げます。

最後にこれから先の話をしようと思います。今後は「Z 世代」と呼ばれる方々が、潜在的な会員候補者にな

ってきます。彼らはバブル経済崩壊以降の不況の中で育った、「タイパ・コスパ」を重視する世代です。この間

における科学技術の進歩は目覚ましく、社会常識も変化してきました。一例ですが、寄付の態様も街行く人

に募金を呼び掛ける時代から、クラウドファンディングを立ち上げ、広く賛同を得られれば、瞬く間に数千万円

～数億円が集まる時代となりました。30 年前に想像つきましたでしょうか。

このように、時代背景は大きく変化しております。伝統を重んじるのも大切ですが、時には変化を恐れない

クラブ環境の醸成も必要かと思います。

鴨長明の方丈記は冒頭で、「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたか

たは、かつ消えかつ結びて、久しくとどまりたるためしなし。」と書かれております。現代にも通じるものが有る

のではないでしょうか。

最後になりますが、この１年間、不出来な会長を支えて下さった大澤幹事に心から感謝申し上げます。大

澤幹事は、その類稀なる交渉力と忍耐力を持っており、影日向に私を支えて下さいました。恐らく、私の代わ

りに様々な庶務を引き受けて下さったと思います。大澤氏は本当に努力家です。文字どおり公私共に忙しい

中、支えて下さったことに対し、感謝の言葉しかありません。ありがとうございました。

また事務局の和久さんにも、大変お世話になりました。地区の事務も行いながら、様々な事象に多様なア

ドバイスを頂戴しました。豊富な経験に裏付けられていて非常に客観的であり、説得力を有し、心強いものが

有りました。凡庸な表現で大変恐縮ですが、心から御礼申し上げます。ありがとうございました。

以上を持ちまして、会長退任のご挨拶といたします。

１年間、本当にお世話になりました。

出席報告  淀名和茂彦委員長

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率
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５０名 ２６名 ２２名 ２名 ５名 ６４．５８％

ニコニコボックス  鈴木勝久委員       入金額 82,000 円  累計 1,815,000 円

４月よりポリオ根絶啓蒙活動としてバイクで日本一周中です。残すところパキスタン、アフガニスタンです。ロ

ータリアンの手でポリオ根絶を成功させましょう。  故金正司様 (岐阜中ＲＣ)

本日は岐阜中ＲＣより故金様がお越しです。会員一同歓迎申し上げます。また、例会場での今年度最後の例

会です。一年間ありがとうございました。   五木田会員

今年度最後の通常例会、皆様には大変おせわになりました。   大澤会員

故金さん、よくお越しくださいました。   瀬戸会員

五木田会長、大澤幹事、一年間お疲れ様でした。２５日の「さよなら例会」は大いに楽しい時間になることを祈

っています。また、次年度も何卒宜しくお願い致します。   石井会員

役員の皆様ご苦労様でした！おつかれさまです。ゆっくりして下さい。次年度の役員の皆様よろしくです。

北村(仁)会員

五木田会長、大澤幹事１年間お疲れ様でした。今後更なるご活躍をご期待申し上げます。ガバナーエレクト

事務所もあと１０日余りとなり７月からはガバナー事務所となり、事務局も新体制でスタートします。皆様更なる

お力添えを賜りたくお願い申し上げます。   青木(正)会員

一年間ご苦労様でした。今日のお弁当おいしかったです。完食でした。   青木(清)会員

カルガネ様ようこそ。五木田会長、大澤幹事１年間お疲れ様でした。今日のお弁当いかがでしょうか。ご注文

ありがとうございます。   斎藤(広)会員

五木田会長、大澤幹事一年間お疲れさまでした。几帳面な会長あいさつ、腰の据わった地声での幹事報

告、印象的でした！！   石塚(克)会員

皆様一年間ご苦労様でした。次年度も何かと忙しい一年になりそうですネ。頑張っていきましょう！

北村(英)会員

おいしい食事ありがとうございます。  倉持会員

五木田会長、大澤幹事、一年間お疲れ様でした。  宮代・中山   各会員

一年間ありがとうございました。  能勢・淀名和   各会員

１年間おつかれ様でした。次年度も宜しくお願いします。また父がケガをしましたが元気です。御心配をおか

けしました。   松坂(武)会員

五木田会長、大澤幹事そして各担当委員長の皆様１年間大変おつかれ様でした。  山中会員

梅雨の晴れ間は素晴らしい天気になります。健康に留意しましょう。  白井会員

最後の例会場での例会です。一年間ありがとうございました。  鈴木(勝)会員

五木田会長、大澤幹事一年間お世話になりました。  和久事務局

会報委員会 松坂興一委員長 宮代 尚副委員長 青島弘典委員


